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　コロナ感染症の５類移行後２年が経過し、各地区の育成会活動も徐々に活発に

なってきたように思われます。そんな機運の中、令和６年度の大北地方子ども会

の育成フォーラムが、松川村で開催されました。大北５市町村の持ち回り開催と

なって今回で３回目の開催となりました。今回、松川村の育成会や教育委員会の

皆様には、素晴らしい会場施設の設営と、実施内容に趣向を凝らしていただき感

謝申し上げます。特に参加者同士の交流では、モルックというＮＥＷスポーツの

体験をさせていただき、子どもも大人も大きな盛り上がりとなりました。持ち回

り開催になってからのフォーラムの内容から感じることは、子ども達の交流体験

がとても素晴らしく、貴重な体験の場になってきていると思います。同じ市・町・村内では、育成会同士、子ど

も同士の交流はそれぞれ企画があって行われていますが、各市町村の垣根を超えた交流はないのが現状です。大

北フォーラムという良い機会をもっと活用していければと思います。交流体験で個々のつながりや、各育成会の

つながりのきっかけができれば、フォーラムの活動内容である、各地区の育成会活動の体験発表や少年の主張に

対しての子ども同士の意見交換ができることにより、子ども達目線の育成会活動に対する考え方や感じ方の意

見がだされ、大人の考え方だけではなく、子どもと大人、互いの意見交換による育成会活動が築かれていくよう

になればいいなと思っています。このフォーラムが子ども達に、楽しく交流でき色々な体験が積める貴重な場と

なるよう発展するように願っています。

　結びに、令和６年度の子ども会育成フォーラムの開催・運営にあたり、ご尽力いただきました関係役員の皆様

のご労苦とご協力に改めてお礼申し上げます。

令和６年度 大北地方子ども会育成連絡協議会役員

前列左から　小山監事（池田町）倉科副会長（松川村）百瀬会長（大町市）片山監事（小谷村）田中顧問（池田町）

後列左から　石野副会長（白馬村）海川顧問（大町市）

会長あいさつ
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大北地区子ども会育成連絡協議会　　　

　　　　　　会  長　　百　瀬　泰　慶



役職名 氏　　名 出身団体役職名

会　長 百　瀬　泰　慶 大町市子ども会育成連絡協議会会長

副会長 倉　科　次　雄 松川村子ども会育成会連絡協議会会長

〃 石　野　　　真 白馬村子ども会育成会連絡協議会会長

監　事 小　山　　　勉 池田町子ども会育成会連絡協議会会長

〃 片　山　　　真 小谷村子ども会育成会連絡協議会会長

顧　問 海　川　明　文 元大北地方子ども会育成連絡協議会会長

〃 田　中　春　輝 前大北地方子ども会育成連絡協議会会長

◆大北地方子ども会育成連絡協議会役員

役　員　名　簿

市　町　村 役　職　名 氏　　名

大 町 市

会  長 百 　 瀬 　 泰 　 慶

副会長 茅 　 野 　 浩 　 子

〃 荒 　 木 　 秀 　 夫

〃 平 　 出 　 誠 　 二

〃 大 　 澤 　 　 　 泉

〃 北 　 沢 　 孝 　 一

事務局 松 　 下 　 俊 　 行

〃 伊 　 藤 　 浩 　 光

〃 西 　 山 　 行 　 信

池 田 町

会 長 小 　 山 　 　 　 勉

副会長 常 盤 井 　 智 　 美

事務局 廣 　 田 　 和 　 也

松 川 村

会 長 太 　 田 　 　 　 愛

会 長 代 行 倉 　 科 　 次 　 雄

副会長 遠 　 藤 　 麻 　 衣

〃 榛 　 葉 　 芳 　 樹

〃 中 　 村 　 廣 　 子

事務局 羽 　 田 　 幹 　 郎

◆市町村子ども会育成連絡協議会等役員
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市　町　村 役　職　名 氏　　名

白 馬 村

会 長 石 　 野 　 　 　 真

副会長 吉 　 田 　 雪 　 穂

〃 小 　 林 　 由 佳 里

事務局 太 　 田 　 洋 　 一

〃 田 　 中 　 元 　 気

〃 小 　 島 　 麻 衣 子

小 谷 村

会 長 片 　 山 　 　 　 真

副会長 吉 　 田 　 公 　 美

〃 井 　 上 　 宗 　 高

〃 松 　 澤 　 朋 　 典

〃 石 　 川 　 奈 　 美

事務局 萩 　 原 　 慶 一 郎

〃 堀 　 越 　 太 　 陽



今年度実施・参加した主な事業
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【令和６年】

４月26日(金)…大北地方子ども会育成連絡協議会名簿の提出依頼（メール配信）

５月１日(水)…大北地方子ども会育成連絡協議会役員会通知発送（メール配信）

５月８日(水)…長野県子ども会育成連合会 第１回理事会（長野上水内教育会館）

５月17日(金)…大北地方子ども会育成連絡協議会会計監査（大町市役所）

５月17日(金)…大北地方子ども会育成連絡協議会役員総会（大町市役所）

５月24日(金)…県子連通常総会・県子連表彰（長野ターミナル会館）10時15分～12時

　　　　　　  第46回長野県子ども会育成研究協議会（同上）13時15分～15時

　　　　　　　「これからの子ども会に期待すること」河村　隆　氏

６月３日(月)…大北地方子ども会育成連絡協議会市町村負担金の納入依頼発送

８月17日(土)～19日(月) …第51回関東甲信越静地区子ども会ジュニア・リーダー研修会

　　　　　　　　　　　　（佐久市　「長野県　望月少年自然の家」）　参加者　大町市より３名

８月30日(金)…長野県子ども会育成連合会 第２回理事会（長野上水内教育会館）

９月５日(木)…令和６年度安全教育啓発事業助成金申請提出

９月19日(木)…大北地方子ども会育成連絡協議会第１回役員会（大町市役所）

10月10日(木)…大北地方子ども会育成連絡協議会第２回役員会（大町市役所）

10月12日(土)…安全啓発指導者養成講習会（初級）：松川村多目的交流センター「すずの音ホール」）

　　　　　　　大北より９名参加

10月12日(土)…大北ＰＴＡ連合会研究協議会（池田町立会染小学校）

10月20日(日)～21日(月) …第56回関東甲信越静地区子ども会育成研究協議会（甲府市）

11月５日(火)…北アルプス広域連合長宛　

　　　　　　　令和７年度市町村への負担金及び補助金等の予算要求提出

11月９日(土)…第26回大北地方子ども会育成フォーラム（松川村多目的交流センター「すずの音ホール」

　　　　　　　（大北地方子ども会育成連絡協議会第３回役員会：フォーラム運営）

11月16日(金)～18日(日)… 第57回全国子ども会育成中央会議・研究大会（那覇市）

12月９日(金)…大北地方子ども会育成連絡協議会「らいちょう63号」原稿執筆依頼（メール配信）

【令和７年】

２月５日(水)…大北地方子ども会育成連絡協議会第４回役員会（大町市役所）  

２月～　　　　「らいちょう６３号」編集作業

３月６日(木)…長野県子ども会育成連合会 第３回理事会　（長野上水内教育会館）

３月７日(金)…令和６年度安全教育啓発事業報告書提出

３月18日(火)… 大北地方子ども会育成連絡協議会第５回役員会（俵屋）

３月下旬    … 機関誌「らいちょう６３号」発行



令和６年度 大北地方子ども会育成フォーラム
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　少年の主張長野県大会は昭和54年の「国際児童年」を契機に「子どもの主張大会」として始まりました。

この大会は「心身ともに大きく成長する時期にある中学生が、日頃の生活を通じて考えていること、実践

していることを意見や提言にまとめて発表することにより、青少年の自主性や社会性を涵養する」ことを

趣旨としており、今年度は長野市生涯学習センターで開催されました。大北地域の代表として高瀬中学校

２年　髙田喜立さんが推薦され、令和６年９月20日（金）に行われた審査にて、優良賞を受賞しましたの

で、その作品を紹介いたします。

「 言葉の持つ力 」

池田町立高瀬中学校２年　髙田　喜立

　いやなこと、自分の気にすることを言われた時みなさんはどのような行動を

しますか。だれでもこういう経験はあると思います。実際に僕は、小さいころか

ら自分に向けられる色々な言葉で傷つき、なやんできました。「こんなことを

言ったら相手を悲しませてしまうかな」「相手が気にするかもしれないな」など

ということを「全く気にしない」人が、心無いことを言い、誰かを傷つけてしま

うのだと思います。僕は、やり返しがきらいだし、絶対にしたくありません。な

ぜなら、やり返すことで、自分自身がいやなことをする立場になってしまうから

です。

　僕は以前に、自分の名前で遊ばれていやな気持ちになることがありました。毎日、ずっと同じことを言われ、

僕はなにも言い返せないまま、いやな気持ちばかりが残っていました。ある時、そのことを母に伝えると、「名

前は親が子どもに一番最初にあげたプレゼントなんだよ。だから、名前で遊んだりからかったりしては、絶対

にいけないよ」と、教わりました。そして、両親が名前にこめた願いを知り、名前に自信が持てました。

　それ以降、名前のことを言われることに対して、全く気にならなくなりました。とても心が軽くなりました。

これまで対応の策としてとってきた「知らないふり」も全く違うものになったように思います。それでも、あ

まりにしつこく、自分がやめてほしいと感じたときには、はっきり「やめて」と伝えることができるようにな

りました。そして、僕が反応をしなくなった時から、次第に言われなくなりました。

　考えてみると、きっと僕のとまどいや反応を楽しんでいただけなのだろうと思います。自分の名前の由来を教

えてもらったことで、名前に自信がついたことも結果的に気にしないでいられるようになったのだと思います。

　やり返さないからといって、「気にとめていない」ということではありません。気になることはあるけれど、

僕はたいていの場合、いやな言葉に対しては「知らないふり」で対応してきました。これは「無視」とは全く

違うものです。その人との関係はなくさず、勉強や日常の必要なときに関われるようにすることが、「知らない

ふり」。人を尊重しないのが、「無視」だと考えます。

　「言葉」は目に見えません。見えないけれど、心には残ります。僕が名前のことなどでいやな思いをしている

時に、「気にしないでいいんだよ。」と言ってくれた友達や、「僕は味方だよ。」と、明るく声をかけてくれた友

達がいたこともとても救われました。言葉というものは、良い意味でも、そうでない意味のものでも、誰かを

無意識に傷つけたり、悲しませたりします。逆に、人を勇気づけたり、はげましたりすることができるのも、

言葉です。

　僕は話すことがあまり得意なほうではありません。なので、次々と言葉が出てこなくて会話が止まってしま

うこともあるけれど、考えて言葉を選んで話したいと思っています。大事なことを話すときには、何回も練習

して、話すことにていこうをなくそうとしたり、相手の考えを聞いて話をしたいと思ったりしています。

　これからも、もっと言葉を学んで、おたがいの関係が良いものになるように心がけていきたいです。そして、

自分の発する言葉で、周りの人達を元気にしたり、はげましたりできる人になりたいと思います。

１　「少年の主張　長野県大会」優良賞受賞作文



２　第26回 子ども会育成フォーラム概要

　　「大北地方子ども会育成フォーラム」は、各市町村の子ども会の活動発表を通して、望ましい子ども会活動

のあり方を学び合いながら今後の充実を図る催しで、今年で26回目を数えます。

　新型コロナウィルス感染症のため、中止やオンラインでの開催が続きましたが、令和４年度から各市町村を

会場とし一同に集まって開催しています。本年度は松川村を会場とし開催することができました。

　参加された皆様のご協力により無事開催できましたこと、お礼申し上げます。

　日　時：令和６年11月９日（土）13：30～16：00

　会　場：松川村多目的交流センター「すずの音ホール」

　次　第

　１　開会

　　（１）開会の言葉

　　（２）主催者あいさつ

　２　子どもフォーラム

　　発表者：各市町村子ども会代表の皆さん

　　司　会：大北地方子ども会育成連絡協議会　副会長　石野　真

　　発表内容テーマ

　　　池田町中島地区育成会………………………『鳥追いと拍子木』

　　　大町市大町地区桜田町子ども会……………『思い出いっぱい！大町子ども会行事』

　　　白馬村めいてつ区子ども会…………………『夏のお楽しみ会』

　　　小谷村青少年育成会…………………………『小谷村青少年育成会の活動』

　　　松川村東部区子ども会育成会………………『東部子ども会　夏まつり』

　３　「少年の主張　長野県大会」優良賞受賞作品発表（発表者体調不良のため中止）

　　　テーマ「言葉の持つ力」

　　　発表者：池田町立高瀬中学校2年　髙田　喜立さん

　４　交流会（モルックによる児童・生徒の交流活動）

　５　写真撮影

　６　閉会

　　（１）開会の言葉
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池田町の発表　

『鳥追いと拍子木』〈池田町中島地区〉

　中島地区で毎年おこなっている伝統行事の鳥追いを紹介しました。

　鳥追いは田んぼや畑の作物を守るためのお願いをする行事で、地区の子ども達が拍子木を鳴らし歌を歌い

ながら地区中を回ります。

　歌詞の意味は今ではよく分からない部分もありますが、地区の方々の作物を守ろうという知恵と願いを残

そうという思いが伝わりました。

大町市の発表

『思い出いっぱい！大町子ども会行事！』〈大町地区桜田町子ども会〉

　毎年楽しみにしている桜田町の子ども会行事と、大町地区の子ども会行事を紹介したいと思います。

　１つ目は、７月21日にやった「流しソーメン大会」です。桜田町公民館前

の道路で、約10メートルの長さに組み立てた竹にソーメンを流しました。竹

のまわりにみんなでならんで、つかんだソーメンを食べました。流れてくる

ソーメンをつかむのは難しかったけど、冷たくてとてもおいしかったです。

ソーメンの他にもミニトマトやブドウなどかわったものがたくさん流れてき

て、とても面白かったです。

　２つ目は、８月17日にやった「魚つかみ大会」です。大町地区と平地区の

小学生が参加できる行事で、たくさんの人がいました。魚つかみが始まり、川

の中に入って、川に流した魚を手でつかみました。魚はとても速くてなか

なかつかまらなかったです。でも、そっと近づいたり、はじっこに追いつ

めてつかんだり、いろいろと工夫をしました。「つかめた！」と思っても、

ぬるぬるしていて逃げられちゃったりしたけど、25匹の魚をつかまえる

ことができました。泳いでいる魚を近くで見ることができたり、さわるこ

とができてとても楽しかったです。

　3つ目は、「バーベキュー三世代交流」です。バーベキューでは魚つか

み大会でとった魚を公民館で焼いて食べます。お父さんお母さん達がぼ
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３　各市町村の発表



くたちのとった魚をさばいてくれました。自分たちでがんばって

とった魚はとくべつにおいしくて、頭と骨いがいは全部食べちゃ

いました。そのあとにはみんなでプールもやりました。お兄ちゃん

おねえちゃんたちと水のかけあいをして楽しかったです。

　プールの横でスイカ割りもやりました。プールのあとに食べた

スイカはおいしかったです。ぼくは子ども会の行事に参加して、た

くさんの思い出ができました。楽しい思い出ができたのは、地域の

みんなが集まって、楽しい行事ができたからだと思います。

　楽しい行事に参加できるのも、子ども会の役員さんがぼくたち

の楽しめるものを用意してくれているからだと思うので、感謝していま

す。

　ぼくの地区では冬にも行事があります。今からとても楽しみです。こ

れからは、子ども会の行事に参加していない人も、いろいろと参加して

ほしいと思いました。ぼくは、これからも子ども会のいろいろな行事に

参加してたくさんの思い出を作りたいです。

白馬村の発表

『夏のお楽しみ会』〈白馬村めいてつ区子ども会の皆さん〉

　今年の夏のお楽しみ会は、ＥＸアドベンチャー！岩

岳にある アスレチックです！

　参加者は10人でした。ハーネスをつけて、ヘルメッ

トをかぶって、出発です。わすれちゃいけない持ち物

は、勇気とやさしさです。

　アスレチックは、地上８ｍの空中大冒険。こんなに高

くて、おっかないところ、歩いたことありません。落ち

ちゃったらどうしよう・・・　足が震えて歩けません。

大切なことは、ハーネスと友達になること。ハーネスを

信じることができたら、こわかったコースが、楽しい

コースに変身します！

　ぼくは、前にもやったことがあったけど、こわくて少しずつ進みました。どうしても前に進めないときもあり

ました。そんな時は、先に下に降りたお友達が、大きな声でアドバイスをくれます。うしろのお友達も、ささえ

てくれました。ゴールできた時は、ホッとしました。

　こんどは僕が応援する番です。「がんばれー」っと、た

まーに応援して・・・ジップラインで遊びました。お友

達のやさしさを知ることができたとても楽しいお楽し

み会でした。
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小谷村の発表

『小谷村青少年育成会の活動』〈小谷村青少年育成会〉

『地元を知り、地元を楽しむ』

　小谷村青少年育成会では、普段生活をしている地元をもっと知

り、そして積極的に楽しむことをテーマに活動してきました。

「ゴミ・資源物の分別学習」、「国営アルプスあづみの公園散策」、

「魚のつかみ取り」、「高森町日帰りDAYキャンプ」、「SUP体験」、

「高森町フルーツもぎ取り体験」の6つの体験を、動画を交えなが

ら紹介しました。

松川村の発表

『東部子ども会夏祭りについて』〈松川村東部区子ども会育成会の皆さん〉

　東部区子ども会では夏休みに夏祭りを行いました。まず、夏祭りをやる

ために、いつ、どこでやるかということを副地区長といっしょに考えまし

た。その後、地区担当の先生に許可をもらい、夏祭りの準備にとりかかり

ました。まず最初にやったことは夏祭りになにをやるかを決めました。決

まった内容はボンボンつり、うまい棒つり、射的などが決まりました。副

地区長といっしょに買い出しや当日に使う夏祭りカードの作成、夏祭りに

使う道具作りなどをしました。買い出しはどんな種類のおかしジュースを

買えばいいか迷いました。夏祭りカードの作成は１年生から６年生まで分

かりやすくするために工夫しました。夏祭りに使う道具作りは高学年用と

低学年用の難易度を変えたり、実際にその道具をためしてみたり、使いや

すくするためにとても難しかったです。こうして夏祭りの準備ができまし

た。

　当日、予定時刻より早めに６年生と５年生を地元の公民館に呼んでボン

ボンつりチーム、うまい棒つりチーム、射的チームの３チームに分けて準

備を進めました。ボンボンつりチームは水風船をふくらませたり、受付が

夏祭りカードを渡すようお願いしたりしました。

　次に、うまい棒チームはプールの中にうまい棒を入れたり、うまい棒つ

る制限時間を測ることを頼んだりしました。射的チームはゴム鉄砲のやり

方やまとの設置などをお願いしました。

　そして夏祭り予定時刻となり、夏祭りがはじまりました。夏祭りの流れ

は夏祭りカードに他チームの出し物でシールをもらい、最後にプレゼント

として松川村でとれたももを渡しました。こうして東部子ども夏祭りが終

わりました。こんかい地区長として夏祭りの計画を中心に進めた感想はどの行事よりもとてもいろいろな計

画を立ててみんなと話し合い物の買い出しをして、祭りに向けて準備をするということで地区長として行っ

た中で一番大変だと思いました。今年も少人数でしたがみんなの楽しめるいい夏祭りになりました。
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　大 町 市　
  令和６年度　大町市の各地区子ども会育成協議会の特色ある事業

市町村事業報告

大町地区 平地区 常盤地区

【北アルプス国際芸術祭を体験しよう！】 【少年少女球技大会】 【リーダー研修会】

　北アルプス国際芸術祭2024の開

催に合わせ、アートサイトをバスで

巡る「北アルプス国際芸術祭を体験

しよう！」を平地区子ども会育成協

議会と合同で開催しました。

　10カ所のアートサイトを見学し、

参加した子どもたちは、住んでいて

も普段行ったことのない場所にあ

る作品を「こんな場所があるんだ」

「どうやって作ったんだろう？」と

ひとつひとつ感心して見ていまし

た。今後も、子ども達が芸術文化や

大町市の魅力に触れることが出来

る行事を行っていきたいです。

　平地区子ども会育成協議会では、毎

年７月に少年少女球技大会として、ス

マイルボウリング大会を行っていま

す。小さな子でも出来るシンプルな

ゲームで、今年は約40人の子どもたち

が参加してくれました。

　スマイルボウリングはレーンの中

にゲートを置き、ボールがゲートを通

らなければガーターになってしまい

ます。ゲームを進めるとゲートがどん

どん遠くなるため、子どもたちは苦戦

しながらも一生懸命ピンを狙って

ボールを投げ、一喜一憂していまし

た。来年の大会もたくさんの子ども達

に参加してもらいたいと思います。

　常盤地区では、子どもたちの自主

性と協調性を養うため、南小の５・

６年生を対象とした「リーダー研修

会」を毎年開催しています。実施内

容や開催日は、児童が話し合って決

めます。

　今年度は、午前中にＡＮＡホリデ

イ・インリゾート信濃大町くろよん

でプールを貸し切り、午後は南小学

校や常盤公民館でドッヂビーや

カードゲームを楽しみました。

　児童たちは自分たちでルールを

決め、班長を中心に様々なゲームを

楽しみながら、またひとつ成長する

ことが出来ました。

社地区 八坂地区 美麻地区

【ラフティング&焼肉大会】 【かるたもちつき大会】 【夏休みお手伝いし隊】

　「キャー」「キャー」ざぶーん！！

社地区子ども会では炎天下の8月18

日、初めてのラフティングを行いま

した。

　始まる前と終わりの頃とでは人

が変わったように陽気な声と笑顔

がいっぱいになっていました。くた

くたになった後、社公民館に戻り焼

肉大会を行いました。体いっぱい動

かした後の食欲はとても小学生と

は思えないもので、あっという間に

「ハラミ」「カルビ」「ウインナー」

「バナナ」「ミニトマト」

が無くなりました。

　１月11日（土）に保育園児と八坂

小中学校１年～６年生を対象にか

るたもちつき大会を開催しました。

もちつきはコロナ禍により、５年ぶ

りの開催になりましたが、役員や上

級生が下級生に優しく指導しなが

ら上手につくことができました。つ

いたもちは、お雑煮、きな粉もちな

どに調理して食べました。

　かるたはクラスごと８班に分か

れて、八坂郷土かるたと大町民話か

るたを２回ずつ行い順位を決めま

した。大きな歓声が響き渡る白熱し

た大会になりました。

　「お手伝いし隊」は、美麻地区子ど

も会育成協議会、美麻公民館、美麻

地区社会福祉協議会の共催で、長い

間続く行事です。高齢者や地域の皆

さんのお役に立ち、子どもたちが楽

しみながら参加できるボランティ

ア交流体験等を毎年計画していま

す。今年は、秋に美麻小中学校の文

化祭「梨の木祭」と美麻地区の文化

祭を合同開催するため、夏休み期間

中にその看板や写真映えするフォ

トスポットづくりに挑戦。完成品

を、当日、会場に飾りました。
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　池 田 町　

　池田町公民館で年間通して行われる講座の一つに、「ふるさとチャレンジ塾（通称：ふるチャ

レ）」があります。

　ふるさとチャレンジ塾は町内の小学4年生から中学2年生までを対象とした講座で、活動を通じ

てリーダー育成や池田小・会染小の交流、地域学習といった学校だけでは学べない「社会教育」

を意識した講座となっています。

　8月3日におこなった、令和6年度第5回のふるさとチャレンジ塾では、夏休み特別企画として気

象予報士会と日本公衆電話会からそれぞれ講師をお招きし、「雲・竜巻を作ろう」と「公衆電話を

作ろう」の2コースを行いました。

　この日は登録メンバー以外の小学生にも参加を呼び掛け、気象現象の仕組みや公衆電話の操作

方法など、防災について実験や工作を楽しみながら学びました。
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　松 川 村　

松川村東部地区子供会

　令和６年度の松川村東部地区は、１年から６年まで15人の子供達がいます。転入されてくるご

家族も最近は増えて、今年度は２家族が新たに増え、親子共々に、子供会の行事が良い交流の場

所になっています。

　夏休みは、子供会だけで企画した夏祭りを公民館で行いました。規模は小さいですが、企画は

６年生を中心に行い、準備と運営は５年生にも手伝ってもらいましたが、大人の手をあまり借り

ずに、みんな積極的に楽しんで手伝ってくれていたのが印象的でした。夏休みのラジオ体操も例

年になく１週間チャレンジをして、皆勤した子供たちもいました。最終日にはみんなで手分けし

て、公民館駐車場の草取りと周辺のゴミ拾いを行いました。

　12月中旬に三九郎を組み立て、１月の三九郎当日は、地区の皆さんの協力で、繭玉作りをして

から、公民館役員と保護者のみなさんの協力のもと、無事に行うことができました。毎年、５、

６年生の児童を中心に茅かりからお手伝いしてもらっていましたが、今回からは組み立ては全学

年に呼びかけてお手伝いしてもらい、立派な三九郎が２体も出来上がりました。繭玉作りも、み

んな楽しく思い思いに繭玉をかたち作って、それぞれの柳の枝に取り付けていました。東部地区

も例外なく子供の人数が少なくなっていく中で、大切な伝統行事をこれからも続けていくために

も、地区の人々の協力を得ながら良い形で存続出来ればと思います。

　コロナ禍を経て、地域の行事が少なくなっていく中においては、子供会の行事は地域の方々と、

子供たちをつなぐ大切な場になっています。これからも、地域の人々と共に、子供たちが元気に、

楽しく、伸び伸びと活動できる東部地区子供会にしていかれたらと思います。  

＊夏祭り＊ 

＊三九郎＊ 
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　白 馬 村　

　「2024ウォーターフェスティバルin Ｈａｋｕｂａ」が昨年に続き、白馬ジャンプ競技場で開催

しました。

　普段のジャンプ台見学では立ち入ることができないエリアを解放して大小の簡易プール、

ウォータースライダー、水鉄砲、サイバーホイール、スラックライン、ふわふわフィールド、ト

ランポリン、テントサウナなどを用意して、真夏の暑さを吹き飛ばし、びしょびしょになりなが

ら子どもたちに楽しんでもらおうと始まったイベントです。

　子ども会育成会のイベントの中では、最も子どもたちが集まり、今回は136名の小中学生の他

に、未就学児、親御さん、また多くの大人も参加し、賑やかに水遊びをしました。夏のイベント

らしくフラダンスショーを行うなど昨年にも増してバージョンアップした遊びを届けました。

　大はしゃぎをして水遊びをするとお腹もすきます。18の様々なキッチンカーが勢ぞろいし、い

ろんなものを食べたり飲んだりすることができました。

　イベントを開催するときの一番大切なことは安全対策です。各スポーツクラブからも応援をい

ただき、子どもたちが仲間と一緒に伸び伸びと遊べるよう、時には指導しながら夏休みの一日を

楽しみました。
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　小 谷 村　
小谷村青少年育成会の取り組み

　令和６年度小谷村青少年育成会は「地元を知り、地元を楽しむ」をテーマに活動をしてきました。新型

コロナウイルス感染拡大により停滞してしまった取り組みや行事を復活させたり、新しい取り組みにも子

ども達と一緒にチャレンジしてきました。
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○ごみ・資源物分別学習
「なぜ分別しなきゃいけないの？」

百聞は一見にしかず、良い勉強になりました。

○高森町日帰りDAY キャンプ交流
日帰りDAY キャンプに参加しました。

たくさん友達ができました！

○国営アルプスあづみの公園散策
夏休み初日、みんなで楽しく散策しました。

○高森町フルーツもぎとりツアー
新鮮なフルーツをもぎ取りました！

○魚のつかみ取り
地区の方々にご協力いただき復活！

賑やかな行事になりました。

○小谷村のリフト、全部乗る大作戦
3 つのスキー場のリフトを全部制覇！

大人も一緒に楽しみました。

○夏休み SUP 体験
夏休みの最終日に SUP 体験。

宿題終わった子どもが参加しました。

まだまだ冬のイベントが続きます。

小谷村青少年育成会の活動を通じ、ひとりでも

多くの「おたりっ子」が地元を知り、楽しみ、地

元を誇りに思い、そして大切に思う心を育むキッ

カケになれば嬉しいです。



子ども会は、子どもたちに生きる力を育み、

体験を通して感動が生まれ、輝く夢を与える活動を行なっています。

　　　　　　　　　　　　子ども会の活動、取り組み内容

☆仲間遊び　　　☆エコ活動　　　☆緑化運動　　　☆スポーツ活動　　　☆慰問・訪問活動　　　

☆食育活動　　　☆生活習慣向上運動　　　☆伝承芸能活動　　　☆募金活動

◆子ども会活動を安心して行うために、共済に加入することを忘れずに！

　　加入時費用には、共済掛金の他に賠償責任保険料が含まれています。活動中に会員本人が負った

ケガや病気の他に、誤って第三者にケガを負わせてしまったり、物を壊したりしたときも補償を受

けることができます。

　　定期的に、そして事業開始前から事業実施中にもKYT(危険予知トレーニング)を行い、事前の会場

下見等による安全・安心を確保しましょう。

 全国子ども会安全共済会に加入するには 

・契約した市町村（地区）の子ども会連合組織に、単位子ども会ごとまとめて申し込んでください。

・単位子ども会、市町村（地区）子連、長野県子連に所属する者が次の加入時費用を納めることが　

必要です。

　　☆加入時費用（１人）… 150円

　　　　内訳　全国子ども会安全共済掛金…50円

　　　　　　　全国子ども会連合会運営費…20円（子ども会賠償責任保険料を含む）

　　　　　　　長野県子ども会育成連合会運営費…80円

　　　　　　　（各種事業、安全教育、共済金請求事務、事前審査、名簿管理等の費用として）

 長野県加入者数の状況 

　　○令和６年度　加入者数（令和６年12月31日現在）

区　分 乳幼児 小学生 中学生 高校生 指導者・育成者 ネット加入 計

加入者数 4,490 45,678 14,330 654 24,681 18,640  108,473

＜問い合わせ先＞ 

  70円 

一般社団法人 長野県子ども会育成連合会

TEL：026-225-0126　FAX：026-225-0133
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大北地方子ども会育成連絡協議会規約
（名称）

第１条  この会は、大北地方子ども会育成連絡協議会という。

（目的）

第２条　この会は、大北地方の市町村子ども会育成会の連絡提携を図り、もって青少年育成活動の発展に寄与するこ

とを目的とする。

（事業）

第３条  この会は、前条の目的達成のため、次の事業を行う。

１　市町村子ども会育成会の連絡提携に関すること。

２　地区育成会の活動促進に関すること。

３　青少年健全育成に関する家庭生活の充実、環境浄化等地域社会の意識の高揚を図ること。

４　子ども会活動に対する青少年指導団体の協力参加の促進を図ること。

５　その他、この会の目的達成のための必要な事業を行う。

（組織）

第４条　１　この会は、大北地方の市町村子ども会育成会及びこれに準ずる地区育成会（以下「市町村   子ども会育

成会等」という）をもって構成する。

２　市町村子ども会育成会等は、その会長をこの会の委員として選出する。　

（役員）

第５条  この会に次の役員をおく。

会長　　１名　　　副会長　　２名　　　監事　　２名　　　顧問・参与　　若干名

（役員の職務）

第６条　１　会長は、会を代表して会務を総括する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときはその職務を代行する。

３　役員は、役員会を構成し、議案の審議決定、事業の企画立案及び事業の実施にあたる。　

４　監事は、この会の会計及び業務の執行状況を監査しその結果を会議に報告する。

５　顧問・参与は、この会の運営について助言する。　

（役員の選出）

第７条　１　会長・副会長は、委員の互選による。

２　監事は、役員総会において選任する。

３　顧問・参与は、会長が必要と認めたときは役員総会に諮って委嘱する。

（役員の任期）

第８条   役員の任期は２年とする。なお、欠員が生じたときは所属団体から補選し、その任期は前任者の残留期間と

する。ただし、再選を妨げない。

（会議）

第９条　１　この会議は役員総会・役員会とし、会長が召集する。

２　役員総会は、市町村子ども会育成会等の会長、副会長及び事務局長で構成し、過半数の出 席で成立する

ものとする。また、出席できない場合は会長に議決権を委任できるものとする。

（事務・事業の支援）

第10条   事務局は当面の間、大町市教育委員会生涯学習課内に置き、この会の事務・事業の支援・補助を行う。

（経費）

第11条   この会に要する費用は、会費・補助金・寄付金及びその他の収入をもってあてる。

（会計）

第12条   この会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

（附則）①　この規約は、昭和53年３月１日から施行する。

②　この規約の一部改正は、昭和55年７月30日から施行する。

③　この規約の一部改正は、昭和57年６月13日から施行する。

④　この規約の一部改正は、昭和63年６月２日から施行する。

⑤　この規約の一部改正は、平成６年５月12日から施行する。

⑥　この規約の一部改正は、平成15年５月８日から施行する。

⑦　この規約の一部改正は、平成19年５月14日から施行する。

⑧　この規約の一部改正は、平成20年６月13日から施行する。

⑨　この規約の一部改正は、平成21年５月19日から施行する。

⑩　この規約の一部改正は、平成29年８月23日から施行する。

⑪　この規約の一部改正は、令和５年５月19日から施行する。
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